
SUBWAY

川面 +10m

川面 +20m

川面 +30m

川面 +40m

川面 +50m

川面 +60m

川面 +10m

川面 +20m

川面 +30m

川面 +40m

川面 +50m

川面 +60m

表面圧力 表面圧力

EV

l

i

SUBWAYSUBWAYSUBWAY

　対象敷地は大阪府中之島付近。高層ビルが立ち並び夏

には熱がこもり、ヒートアイランド現象が発生。人工物

で固められたこの地を、都市の機能そのままに自然と共

生できるような地に生まれ変わらせ、大都市特有の生活

スタイルを一新させる。

　以下は風配図であるが夏季、中間期 (5 月、6 月 ) は海

風による影響で北北東と南西から吹く風の頻度が高い。

それを基に FlowDesigner という環境系解析ソフトを用い

て敷地周辺における風解析を行ったところ、現状では大

きな道路にのみ風が入り込み、建物周辺はその密集度の

高さが起因して無風状態となっている。これがヒートア

イランドの原因のひとつであり、問題打破の要素となっ

ている。そこで、敷地を変化させ、風を取り込む必要が

あると考えられた。また、冬季は日射を多く取り入れら

れるよう建物表面積を大きくすることを考えた。そのた

めに太陽の軌跡を解析した。

風配図 風解析結果

珊瑚を用いたバイオミミクリーによる環境共生建築
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第 1 フェーズ

第 2 フェーズ

第 3 フェーズ

第 4 フェーズ

Colibri による最適化は Design Explorer というサイトで行う

第 5 フェーズ

　バイオミミクリーの体現化するために、珊瑚の成長になぞら

えて、本設計では Grasshopper と Colibri を用いて形態の最適

化を図った。珊瑚の「枝」部分における形態決定を行った。

ここでは冬の積算日射量が最大値になり、夏は最小値になるよ

う設計し、建物の快適性の向上を図った。

　左図はある一室の平面図と断面図

である。建物を突き抜ける Air 

Intake から風を取り込み、また外か

ら海風を取り込むことで居室全体の

中間期や夏季の快適さを向上させ

る。

　また、計画面でも工夫を凝らした。

新たな生活スタイルとして思いつく

のは「生き様の多様化、柔軟化」で

あろう。どこでも働くことができる

という今までになかった常識が空間

に変容をもたらす。そこで、ワーク

スペースとプライベートスペースを

完全に分離し、1 つの住戸でも公私

分離を可能とした。Air Intake 部分

に窓を設け、時には会話も可能とな

るようにした。

　夏季の北北西からの海風を利用し、また大都市で地下鉄が張り巡らされていること

を生かそうと考えた。そこで、路線に沿って地下空間からの冷たい空気を建物全体に

循環するシステムを構築した。そこで建物の中心を通るように地下から最上階までつ

ながる Air Intake をつくった ( 断面図参照 )。それと同時に、各棟の風圧係数や表面

圧力に大きな差が生じないように ( すなわち無風状態や、強い風が吹かない状態にな

るように ) 建物の一部に穴をあけ、より海風が入り込むようにデザインした。最終的

には複数棟を風の通るあらたな Air Intake でつなぎ、建物全体が一体となって地下か

らの風によってクーリングできるシステムとした。

川側の棟の様子である。建物内まで風が入り込まず、表

面の周りにわずかな風が吹いている。

ここでは、地下にも風が吹いていると仮定して解析を行っ

た。写真を見てみると、Air Intake により地下から風が上

昇していることがわかる。

平面の様子は左写真のように

なっている。

理想としては快適な状態とな

る風速 0.4m~1.0m の風が吹く

場所 ( 緑色部分：以下快適域

と呼ぶ ) が最大限ある状態で

あるが、南側が無風状態となっ

ていることが多い。また、表

面圧力も風が直接当たる面と、

それらにさえぎられる面で差

が生じている。

変更前は無風状態で

あった場所が減少し、

より多くの風が各棟に

いきわたっていること

がうかがえる。快適域

も変更前に増えた。表

面圧力も穴をあけるこ

とで差が小さくなった。

01. 大阪とヒートアイランド 02. 設計手法00.Concept　「変革し、呼応せよ。」    

      - 大都市：大阪の環境問題 ×COVID-19 　本設計では、自然に調和し、自然と共生する

ことを目的としバイオミミクリーという生態を

模倣しデザインに取り入れるデザイン手法を

とった。ここでは、’ 海の建築物’ ともいえる珊

瑚に注目した。珊瑚の生態として「共生」が体

現されているためこの生物を選択した。珊瑚は

褐虫藻と呼ばれる生物と共生し、褐虫藻からエ

ネルギーを受け取る代わりに彼らの棲家となっ

ている。また、他生物との共生も見られる。こ

れらを建築や都市、人との関係に置き換え、特

徴を鑑みて模倣する。

　今、我々はまさに変革の渦中にあると思う。

COVID-19 が瞬く間に流行した日からもう 2 年が過ぎ、私たちの中にあった

’ 普通’ や’ 常識’ が崩れ去り、自分たちがいかに常識に凝り固まっていたかを

思い知らされた。もちろん、空間に対する考え方も変わり、外に出られない閉

塞さや不便さを打破する建築が考えられている過渡期にある。そこで本設計で

は住戸スケールから都市スケールまでにおける今までの常識を超えた新たな集

合住宅の将来を考える。

　また、我々は意識的に今までの常識から変革しなければならないことがある。

それは環境問題だ。地球温暖化、大気汚染…。人々の快適さと便利さの追求に

よりもたらされた様々な環境問題は今やなお彼らの生活でさえ脅威を見せてい

る。それは異常気象による災害に始まり、台風、洪水等様々な姿でやってくる。

大都市ではヒートアイランド現象が悪化し、より快適な環境を維持しようと支

配し悪循環が生じている。人々のエゴにより地球が壊れつつある今、日々の生

活や行動を鑑みて環境に対する意識を変えなければならないのは言うまでもな

い。ましてやエネルギーを大量に使う建築物であればなおさらであろう。今こ

そ、快適性を求め、自然を支配してきたかつての建築ではなく、自然に寄り添

い、呼応し、共生する空間を考えるべきなのである。
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＝周辺とのかかわり = 住人

駅構内

(c) 居室

(b) 風の道

(a) 珊瑚の骨格

壁面緑化によって緑の温かみ

をもたらす。

下層部は住居とはまた違っ

た雰囲気を出し、セミプラ

イベートスペースとして使

用できる

地下鉄が通るとき、大体 4m/s の強さの風が吹き、

上に押し上げられるようになっている。
Section S=1:420

色部分が風の通り道となっている。珊瑚

に擬態した骨格の中心を風が通ること

で、夏は建物全体が冷やされる仕組みと

なっている。

GL+81m

GL+50m

GL+31m

GL

GL-10m

変更前 変更後

03. 都市に広がる珊瑚礁と水運ネットワーク

04. 環境解析 - 成長し、自然と共生する建築

a. 形態最適化による形態決定 - 成長する建築 c. 居室の環境デザインb. 海風による誘引を利用した地下空間からの Air Intake System

　珊瑚礁には、珊瑚のみならず、そこに生息する褐虫藻、そして様々

な海の生物が程よく干渉しなが共生する。その様子になぞらえて、

都市スケールでもバイオミミクリーが可能と考えた。敷地周辺で

ある中之島の地下鉄沿いにそれぞれ教育、物流、働く場、公園な

どの機能を与える。これらを繋ぐ方法として川を利用した水上バ

スを取り入れ、水運ネットワークを形成した。自分のスタイルに

合わせた川を利用し、中之島付近を生活圏とする新たなライフス

タイルを生む。
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